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危機管理（防災）マニュアルの再検討 

 

マニュアルの見直しとは 

各担当は，常に学校を取り巻く環境の変化に対応できるよう個別マニュアルの見直しを行

う。 

特に，次に掲げる状況が発生した場合は，原則として見直しを行う。 

ア．個別危機に関連する法令，制度，安全基準等の新設・改定があったとき 

イ．危機収束時の分析・評価の結果，危機対策の不足，不備が判明したとき 

ウ．新たな危機管理の施策（予見）を決定（確認）したとき 

 

現状レベルを把握して危機対策の見直しを行う場合は，問題点の把握と解決策を得るため

の課題の設定を行い，その対策に力点を置いたものにする。 

 

マニュアル策定にあたって 

ア．担当は，関係する担当と協議によりマニュアル策定（見直し）を行う。 

イ．全体的な「危機管理ガイドライン」を参考に構成を作る。 

ウ．「誰が，何を，いつ，どういう手順で行うか」という具体的な実施事項とその手順が明

らかになるように，各項目の検討・決定すべき事項を抽出する。 

（災害防止対策として，リスク状況の把握，危機対策本部などの編成，防災訓練，防災資材

機材の準備，建物・機材などの問題など） 

 

  
高知県教育委員会 高知県教育だより第 17 号（平成 2３年 7 月発行）資料から 
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 1

火災避難訓練計画（休み時間実施編） 

 

１．ねらい   休み時間に火災が発生した場合の基本的な避難行動を身に付けさせる

とともに，安全な避難について体験的に学ばせる。 

２．出火場所 理科室より 

３．避難場所 運動場バックネット前（火災発生場所から最も遠くて広い場所） 

４．内  容 

期日・時刻等 指    導    内    容 当日担当

前日まで 

 

 

 

 

 

 

 

訓練当日 

１０：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：５０ 

 

１１：００ 

 

 

 

 

 

１１：２０ 

●児童への事前指導 

 ・校内のさまざまな場での避難経路を確認する。 

 ・緊急放送を最後までしっかりと聴く。（話をやめる，作業を止める）

 ・近くの窓を閉める・電気を消す。 

 ・上級生は避難に手間取っている下級生へ声かけや手助けをする。 

・避難の方法を確認する。（ハンカチで口鼻を押さえる） 

       （○おさない・○かけない・○しゃべらない・○もどらない） 

※火災避難訓練があることは前日に伝えるが，どの時間帯かは伝えな

い。 

 

○警報ベルを鳴らす。（校内のみ） 

○訓練開始を放送する。 

   ・出火場所，風向きを知らせる。 

  ・避難場所を知らせる。 

○教職員（担任）は避難を指示する。 

 ◎教室にいた教職員 

・運動場バックネット前に避難させる。※上靴のまま 

・担任不在の教室に児童が残っていないか確認する。 

  ・各教室の窓や電気を確認する。 

 ◎教室外にいた教職員 

  ・避難をしている児童を安全に避難場所へ誘導する。 

  ・運動場に集まってきた児童を整列させる。 

○養護教諭・・保健室入室者の避難誘導 

○級外による観察 

    A教諭・・・各教室の最終チェック 

    B教諭・・・ポンプ室（外駐車場）付近 

    C教諭・・・階段・玄関フロア 

○人数確認と報告（本部・・・校長へ） 

    ※各担任で行う。 

      （○年○組，○人中○人欠席，○人全員います）   

 

◎体育館へ移動 

   ・靴箱の所で上靴をよくふいて体育館へ入る。 

○クラス（小グループ）で避難訓練を振り返る。進行は児童が行い， 

低学年については上級生，または担任が入って行う。 

 ・避難をしてみて気づいたこと。 

 ・危険個所・不具合等の確認。 

 ・良かったことの認め合い。 

○全体で確認しておいた方がいいことの紹介。 

○避難訓練講評 

 ・近くに教職員がいないときは，自らの判断で身の安全を確保する

ことに全力を尽くすこと。また，自分の安全を確保した上で，周

りに困っている人がいたら声をかけるなど，互いに協力して安全

を確保するよう努めることなどを確認する。 

担 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 頭 

教 頭 

 

 

教職員 

 

 

 

 

 

 

 

養護教諭

級外 

 

 

 

担 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 

 

休み時間に行う 
ことで，児童が 
主体的に避難訓練

に参加することに

なりますね！ 

先生方は児童が 
事前指導を活か

した行動ができ

ているかを確認

してください！ 

事前指導で避難訓練の最後

に話し合いがあることを伝

えておくといいですね！ 
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 2

 

職員室背面の操作盤にて （各学校の機器の説明は必須） 

 

手順➊ 「全館鳴動」スイッチを入れて警報を鳴らす（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順❷ 全校放送を入れる。（例）     

職員室背面の操作盤の蓋を開けると右図のスイッチがある。 
その中の「全館鳴動」を下（鳴動）に下げると全館にサイレンが鳴

り渡る。 

全校放送をするためには，「放送」ボタン，「マイク」ボタン，

「一斉放送」ボタンを押し，マイクに向かって話す。 
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自然災害を想定した避難訓練 

訓 練 の 場 面 設 定 

災  害  火災  地震  津波  土砂災害 避難場所 運動場   体育館   二次避難場所

時  間 
授業中  休み時間   登下校中  

部活動中 
状 況 

停電   施設破損   負傷者あり 

行方不明者あり 

場  所 
教室  特別教室  体育館  運動場

学校外 
季 節 春   夏   秋   冬 

 

１．ねらい 

さまざまな自然災害を想定し，学校管理下においての安全な避難について体験的に学ぶとともに， 

基本的な避難行動を身に付ける。 

 

２．避難訓練前の日々の実践に関すること 

○ 防災に関する授業やさまざまな取り組み，「学校安全ノート」などを通して自然災害の種類や 

メカニズム，各災害における基本的な対応について学ぶ。 

具体例として ・校内のさまざまな場での避難経路を確認する。 

          ・緊急放送を最後までしっかりと聴く。（話をやめる，作業を止める） 

          ・近くの窓を閉める・電気を消す。 

          ・上級生は避難に手間取っている下級生へ声かけや手助けをする。 

・避難の方法を確認する。（ハンカチで口鼻を押さえる） 

               （○おさない・○かけない・○しゃべらない・○もどらない）  など 

○ 自然災害が発生した場合は，教職員の指示や放送にしっかりと耳を傾け，できるだけ冷静に， 

   落ち着いて行動するよう心がけること。 

 

３．避難訓練に向けての教師の心がけ 

○ 児童生徒の避難訓練であると同時に，教職員の適切な指示訓練及び誘導訓練であるという意識をも

つこと。 

○ 障害のある児童生徒一人ひとりに応じた対応方法について保護者と確認するとともに，全教職員で

共通理解を図ること。 

○ 事前に教職員との打ち合わせの場をもち，学校の実態に合えば児童生徒（の代表）も交えて，安全

な避難方法や留意事項等についてアイデアを出し合う。 
 
４．避難訓練実施前の確認事項 

状  況 教職員の指示・行動等 児童生徒の行動 

避難訓練の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

①打ち合わせ 

 

 

 

②全児童生徒

への周知 

「冬の雪の日，休み時間に，震度６の地震が発

生。地震で停電となる。」 

 

 

 

 

 

 

 

○ この条件下で避難しなければならない場

合，どのような行動をとればよいのか，必要

な物は何か等について，共通理解しておく。

 

○ 実態に合わせ，事前告知する場合とそうし

ない場合などを決定する。 

○ 事前指導で，季節・時間・場所・周り

に人がいるか等，さまざまな場合の避難

方法や大切なポイントについて学び，今

回の避難訓練の設定ではどういったこ

とに気をつけなければならないのかを

考える。 

 

 

 

<実態に合わせて> 

○ 児童・生徒会代表者が避難訓練の事前

打ち合わせに参加する。 

○ 打ち合わせの内容について，放送，文

書，各教室を回って伝える等の方法で全

児童生徒に周知する。 

上記した「訓練の場面設定」に基づき，さまざまな場

面について考える。 
各項目１つだけ選ぶこともありだが，複数選択するこ

とでより場面設定が複雑となり，さまざまな場面に対

応した避難訓練が実施できる。 
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５．避難訓練の実施 

状  況 教職員の指示・行動等 児童生徒の行動       

①教職員の

配置 

 

地震発生 

②安全確保 

 

 

 

 

 

 

 

揺れが収まる 

③情報収集

及び 

避難場所

の決定 

 

 

 

停電 

④避難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 昼食後，教職員は，児童生徒の避難行動の

ようすを確認するため，教室，廊下，運動場

等，予め決めておいたポイントに待機する。

 

 

○ 放送で地震の発生を連絡 

「緊急連絡。ただ今，緊急地震速報を受信し

ました。数秒後に強い地震が発生します。

すぐに自分の身の安全を守りなさい。」 

○ 放送で地震の効果音を流す。 

○ 教職員も自分の身の安全を守る場所で体

勢を低くし，揺れが収まるのを待ちながら，

児童生徒の避難行動のようすを確認する。 

 

 

○ 職員室等にいる教職員による避難場所等

の状況確認及び情報収集 

・学校施設の破損，火災の発生等はないか

・運動場までの避難経路に問題はないか 

・運動場に亀裂や液状化はないか 

・津波等二次災害の情報はないか   等

○ 避難場所を運動場と決定する。 

 

 

○ ハンドマイク等による避難指示 

・職員室にいる教職員は，ハンドマイク等を

持って，予め決めておいた各所に行き，避難

を指示する。 

「強い揺れが収まりました。児童（生徒）・

教職員は，周囲の状況に注意しながら，直

ちに自分のいる場所から一番近い出入口 

から外に出て，運動場に避難しなさい。な

お，屋外を移動する際は，できるだけ建物

から離れて避難しなさい。」 

○ 児童生徒の誘導 

・各所の教職員は，児童生徒を先導し，事前

に定めている避難経路に従って運動場に

避難する。 

 ・職員室等にいる教職員は，避難経路の各所

に立ち，児童生徒全員が安全に避難したこ

とを確認した後，自らも避難する。 

 ・①で配置された教職員は，予め決めていた

各出入口に向かい，児童生徒全員が安全に

避難したことを確認した後，自らも避難 

する。 

・教頭等は，ラジオや携帯サイトなどで情報

収集をしながら避難する。 

 

 

○ 昼食後，自由な場所で過ごす。 

 

 

 

 

○ 落ち着いて放送を聞き，放送終了後，

すぐに安全な場所を探し，体勢を低くし

て揺れが収まるのを待つ。 

 

○ 互いに声をかけあい，協力して安全を

確保する。 

 

○ 指示があるまで，その場を動かない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 近くに教職員がいる場合は，教職員の

指示に従い，いない場合は，自分の判断

で「お・か・し・も」を守りながら運動

場に移動する。 
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⑤点呼 

 

 

 

⑥通報 

 

 

⑦役割分担

の確認 

 

⑧講評 

○ 児童生徒を整列させ，点呼を取り，行方不

明者及び負傷者の有無を確認した上で，校長

（教頭）に報告する。 

 

○ 教頭等は，教育委員会へ児童生徒・教職員

の避難状況等を報告する。 

 

○ 教職員は集合し，地震発生時の役割分担を

確認する。 

 

○ 児童・生徒会長，校長等による指導講評を

行う。 

 

○学年・学級ごとに整列し，点呼に備える。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導講評を聞きながら，自分の避難行

動について振り返る。 

 

６．講評でおさえておきたい事項 

○ 地震は，いつどこで発生するか予測が難しい。また，地震発生時は，恐怖で混乱したり，体が動かな

くなったりすることもあるため，実際に即した訓練を繰り返し行う必要がある。 

  ○ 地震の揺れを感じたら，身の安全を確保するために，机等丈夫な物の下に潜って揺れが収まるのを待

つこと。近くに机等がない場合は，「上から物が 落ちてこない」「横から物が倒れてこない・移動して

こない」場所を瞬時に見つけ，そこで体勢を低くして揺れが収まるのを待つこと。 

 ○ 昼休みなど，近くに教職員がいないときは，自らの判断で身の安全を確保することに全力を尽くすこ

と。また，自分の安全を確保した上で，周りに困っている人がいたら声をかけるなど，互いに協力して

安全を確保するよう努めること。 

 ○ 児童生徒一人ひとりが主体的に避難訓練に取り組み，防災意識や対応能力を高めることが大切である

こと。 

 

７．事後の確認 

 ○ 実施した避難訓練について，話し合って決めたことが実行できたかどうかを確認する。 

 ○ 課題を整理し，次回の避難訓練に活かしていく。 

 

※この資料を作成するにあたり，参考とさせていただいたホームページ 

 ○山口県教育庁 学校安全・体育課  学校安全関連サイトマップ内 「危機管理・防災訓練事例集」 

  アドレス…www.pref.yamaguchi.jp 
  右の QRコードを読み取ればすぐに接続できます。 

 

     避難訓練の基礎編・応用編やさまざまな場合に対応した 

避難訓練案が掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

                         
                               防災すだちくん 
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あなたの学校の避難訓練を見直そう 

 

 

ここに避難訓練の資料を貼り付けて補完しておきましょう。 

 

また，避難訓練での問題点や課題をメモしておきましょう。 
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